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はじめに



コンビニ受取が活用
されないのは何故？

自宅受取

時間指定配達

宅配BOX設置

自宅外受取

コンビニ受取

宅配ロッカー利用

コンビニは便利＝共通認識
コンビニ受取利用：4.8%

疑問 仮説 コンビニが遠い

⇒実際の検証が必要
（今回は神奈川県を対象）

受取人が不在時、
時間を置いて
再度配達する
↑非効率の原因

対策再配達問題
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神奈川県
56市区町村
コンビニ3784店舗

藤沢市を検証

コンビニ周辺に
世帯が少ない

多い



藤沢市 コンビニが徒歩5分以内の現状分析
400ｍ

171981
（全世帯数）

世帯数

＝受取カバー率

71.2%

コンビニまでの距離は
障害にならない

藤沢市
228町丁目
コンビニ165店舗 ＝

コンビニが遠い
仮説



検証

セブン
イレブン

ファミリー
マート

ローソン ミニ
ストップ

その他

ヤマト運輸 〇 〇 × × ○

佐川急便 × × 〇 〇 ×

日本郵便 × 〇 〇 〇 ×

主要宅配業者別

受取カバー率

71.2%

受取カバー率

63.7%
31.7%
48.4%

受取制度に問題？



提案 コンビニ受取共通化

仮説
コンビニが遠い ⇒ ×

コンビニ受取が会社別

受取カバー率の上昇

⇒コンビニ受取利用の可能性

受取可能箇所の拡充

受取カバー率

63.7%
31.7%
48.4%

受取カ
バー率

71.2%
利便性増



検証

店舗数 受取カバー率 増加

コンビニ 165店舗 71.2%
ユーザー
の希望
拡充案

ドラッグストア +60店舗 77.5% +6.3%

スーパー +81店舗 79.9% +8.7%

スーパー・ドラッグストア +141店舗 82.8% +11.6%

ユーザーの拡充希望箇所は
必ずしも効果的でない

拡充案としては
非効率

1.5倍増 1.1倍増

※『ネットショッピング実態調査』【配送編】
マーケティングリサーチキャンプ



まとめ

コンビニ受取共通化

ユーザー希望案：

スーパー＆ドラッグストア
⇒効果が薄い

再配達問題

課題①コンビニと配置特性が
異なる施設

コンビニ受取が会社別 → 〇

受取カバー率

63.7%
31.7%
48.4%

受取カ
バー率

71.2%
利便性増

コンビニが遠い → ×
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茅ヶ崎市 栄区

？

同様の結果

南足柄市 三浦市

藤沢市



まとめ

コンビニ受取共通化

ユーザー希望案：

スーパー＆ドラッグストア
⇒効果が薄い

再配達問題

課題①コンビニと配置特性が
異なる施設

コンビニ受取が会社別 → 〇

受取カバー率

63.7%
31.7%
48.4%

受取カ
バー率

71.2%
利便性増

課題②コンビニ～世帯間の
距離が遠い地域

コンビニが遠い → ×
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